
審査項目 配点 総合

経営者向け講座
リーダーシップ講座
若手社員向け講座

10

20

10

10

5

20

10

10

5

広報スケジュール 10

5

15

受講者の確保 15

認知度向上への取組 10

体制 10

5

5

25 25

200 200

　 　　

段階 5 4 3 2

評価
標準より

非常に優れた提案
標準より

優れた提案
標準的な提案

標準よりも
やや劣る提案

独自提案 独自提案内容の付加的評価

合計

【審査方法】
（１）委員は４名とし、各項目について審査を行い、採点する。
（２）全ての委員の点数を集計し、参加者ごとに合計点数を確定する。
（３）合計点数が６割以上になった参加者のうち、合計点数が最も高い参加者を受託候補者として決定する。
　　なお、点数が同点の場合は、以下の優先順位に従い決定する。
　　①　最高点を付けた委員が多いもの
　　②　審査員による協議
（４）参加者が１者の場合でも、合計点数が６割以上でなければ、受託候補者に決定されない。

55

広報・周知

事業の目的と効果を県内企業に適切に伝えるために、効果的な媒体
を用いているか。

ターゲットとなる層に情報を届けるために、効果的・効率的な相手
へのアプローチとなっているか。

受講生を確保し、定員を充足するために効果的な方法となっている
か。

人材育成担当者向け講
座

実施の様子等に係る広報など、認知度向上が期待される提案がなさ
れているか。

運
営

業務実施体制は十分か。

20

経費積算

事業内容と経費の積算のバランスは適正か。

提案価格に優位性はあるか。

人材育成の必要性やそれに伴う組織づくりを学ぶために必要なテー
マ・内容となっているか。

プログラムの効果を検証するために、効果的な手法・内容となって
いるか。

広
報
・
周
知
、

受
講
者
の
確
保

開催予定時期に対して、十分な周知期間が確保できる計画となって
いるか。

1

標準よりも
劣る提案

（別添）
令和８年度みやざきビジネスアカデミー（組織マネジメントプログラム）運営業務審査基準書

審査内容

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

委託業務の内容を十分に理解しているか。

100

社会人として必要なスキル（コミュニケーションやタイムマネジメ
ントなど具体的なスキル）を習得できる内容となっているか。

離職低減につながるプログラム内容となっているか。

実施スケジュール、実施会場等は適切か。

新社会人向け講座

研修での学びの継続や受講者同士のネットワークづくりを後押しす
るための成果報告会や、受講者が所属する企業側の理解を深めるた
めのオリエンテーションの実施などが盛り込まれているか。

プログラム参加者の実践への落とし込みを促す取組が盛り込まれて
いるか。

実施スケジュール、実施会場等は適切か。

【評価基準（５段階）】※下記を基準に係数を乗じた点数とする。


